８．地域別にみた人口動態
（１）　人口動態総覧
県内地域別にみた人口動態調査の結果（率）は、表１４および図１３のとおりである。出生率は北勢地域で高く、東紀州地域で低い値となっている。一方で、死亡率は東紀州地域で高く、北勢地域で低い値となっている。
その他、婚姻率は北勢地域で高い、合計特殊出生率は東紀州地域で高いなどの特性がみられる。
（２）　死因順位
県内地域別にみた死因順位は、表１５のとおりである。松阪を除く全ての保健所管内において、1位「悪性新生物」、2位「心疾患」、3位「脳血管疾患」（松阪保健所管内においては、3位「肺炎」）となっている。
	表１４　地域別人口動態総覧（率）

	　
	出生率
	死亡率
	自然

増加率       
	乳児

死亡率 
	新生児
死亡率
	死　産　率
	婚姻率
	離婚率　　　
	合計

特殊
出生率

	
	
	
	
	
	
	総数
	 自然
	 人工
	
	
	

	三重県
	8.5 
	9.2 
	△ 0.7
	2.8 
	1.6 
	26.2 
	12.2 
	14.0 
	5.3 
	1.88 
	1.36 

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	北勢地域
	9.8 
	7.9 
	1.9
	3.2 
	1.7 
	25.0 
	12.6 
	12.4 
	6.0 
	1.91 
	1.40 

	中勢伊賀地域
	8.1 
	9.4 
	△ 1.3
	2.1 
	1.8 
	24.5 
	9.7 
	14.8 
	5.0 
	1.89 
	1.27 

	南勢志摩地域
	7.8 
	10.5 
	△ 2.7
	3.2 
	1.1 
	29.4 
	14.1 
	15.3 
	4.9 
	1.86 
	1.34 

	東紀州地域
	6.4 
	14.0 
	△ 7.6
	3.7 
	1.8 
	32.1 
	8.9 
	23.2 
	4.1 
	1.83 
	1.60 

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


	桑名保健所
	8.4 
	8.1 
	0.3
	3.8 
	2.2 
	24.5 
	11.7 
	12.8 
	5.0 
	1.56 
	1.29 

	四日市保健所
	9.7 
	8.0 
	1.7
	3.4 
	2.0 
	24.8 
	14.0 
	10.7 
	6.0 
	1.98 
	1.44 

	鈴鹿保健所
	9.9 
	7.3 
	2.6
	2.5 
	1.2 
	25.7 
	11.7 
	14.1 
	6.3 
	2.08 
	1.44 

	津保健所
	8.0 
	9.2 
	△ 1.2
	1.7 
	1.3 
	25.0 
	11.4 
	13.5 
	5.0 
	1.81 
	1.26 

	松阪保健所
	8.4 
	9.6 
	△ 1.2
	3.3 
	2.2 
	34.0 
	13.6 
	20.4 
	5.4 
	2.00 
	1.37 

	伊勢保健所
	7.3 
	11.2 
	△ 4.0
	2.6 
	－
	25.3 
	14.7 
	10.6 
	4.5 
	1.75 
	1.32 

	伊賀保健所
	7.7 
	9.7 
	△ 2.0
	2.1 
	2.1 
	23.7 
	6.3 
	17.4 
	4.7 
	1.97 
	1.29 

	尾鷲保健所
	6.1 
	14.6 
	△ 8.4
	4.0 
	4.0 
	27.0 
	7.7 
	19.3 
	4.1 
	1.65 
	1.58 

	熊野保健所
	6.7 
	13.4 
	△ 6.7
	3.5 
	－
	36.7 
	10.0 
	26.7 
	4.1 
	2.01 
	1.61 

	注
	・合計特殊出生率の算出には、日本人に関する出生数を分子、外国人を含む総人口を分母として算出している

	
	・その他の率の算出には、外国人を含む全ての事件件数を分子、外国人を含む総人口を分母として算出している。
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図１３　保健所別出生率及び死亡率

[image: image2.emf]死因 率 死因 率 死因 率 死因 率 死因 率

悪性新生物 252.6 149.5 脳血管疾患 108.3 肺炎 87.5 老衰 43.6

27.5 16.3 11.8 9.5 4.8

悪性新生物 220.7 127.5 脳血管疾患 87.0 肺炎 77.0 不慮の事故 33.8

28.2 16.3 11.1 9.9 4.3

悪性新生物 261.1 136.6 脳血管疾患 120.0 肺炎 87.7 老衰 56.5

27.9 14.6 12.8 9.4 6.0

悪性新生物 281.4 188.0 脳血管疾患 122.7 肺炎 102.1 不慮の事故 49.2

26.8 17.9 11.7 9.7 4.7

悪性新生物 353.9 216.6 脳血管疾患 168.1 老衰 111.2 肺炎 105.3

25.3 15.5 12.0 8.0 7.5

悪性新生物 220.6 145.3 脳血管疾患 85.0 肺炎 83.1 不慮の事故 36.5

27.3 18.0 10.5 10.3 4.5

悪性新生物 238.6 121.4 脳血管疾患 86.0 肺炎 77.5 不慮の事故 32.9

29.7 15.1 10.7 9.7 4.1

悪性新生物 193.8 120.6 脳血管疾患 90.4 肺炎 70.7 不慮の事故 32.7

26.6 16.6 12.4 9.7 4.5

悪性新生物 254.0 134.4 脳血管疾患 120.2 肺炎 86.3 老衰 42.6

27.7 14.7 13.1 9.4 4.7

悪性新生物 249.3 178.9 肺炎 112.1 脳血管疾患 110.7 不慮の事故 47.1

25.9 18.5 11.6 11.5 4.9

悪性新生物 307.8 195.5 脳血管疾患 132.6 肺炎 93.8 老衰 52.7

27.4 17.4 11.8 8.4 4.7

悪性新生物 272.4 140.0 脳血管疾患 119.7 肺炎 90.1 老衰 78.5

28.0 14.4 12.3 9.3 8.1

悪性新生物 381.1 230.6 脳血管疾患 152.9 老衰 152.9 肺炎 109.2

26.2 15.8 10.5 10.5 7.5

悪性新生物 327.9 203.2 脳血管疾患 182.4 肺炎 101.6 老衰 71.6

24.5 15.2 13.6 7.6 5.3

注　　 ・死因順位の選び方については巻頭の付表を参照。

・死亡率は日本人の事件件数を分子、総人口を分母として算出したものである。

・率の上段は各年齢階級における人口１０万対死亡率、下段は各年齢階級の死亡総数に対する割合（％）。
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表１５　地域別にみた死因順位－死亡率（人口１０万対）・割合（％）

年齢階級

1 2 3 4 5
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